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 この度は、最優秀ポスター賞という大変栄えある賞を頂戴しまして誠にありがとうございました。

嬉しい気持ちと共に、この度評価して頂いた研究をさらに発展させるべく今後も研究に邁進してい

こうと改めて身の引き締まる思いで筆を取っています。私は今回が初めての参加でしたが、先生方

の発表は領域 4 年目の集大成とも言えるような研究成果ばかりで、浜松の暑さに負けないようなデ

ィスカッションが繰り広げられていたのが強く印象に残っております。領域の多様性ゆえに口頭発

表では、普段あまり聞けないようなショウジョウバエの話や新しい技術開発、華麗なるスクリーニ

ングの実験系が聞け、また続くポスター発表では preliminary なデータが多く、それゆえに楽しく

夢のある研究テーマばかりでもっと時間があったら、、、と思うほどの満足感でした。 

現在私は脳梗塞の病態を中心とした脳内炎症のメカニズムを研究しております。今回の発表では、

脳梗塞後の脳内で炎症を引き起こし、病態を悪化させる新規の自己組織由来の炎症惹起因子 

(DAMPs; damage-associated molecular patterns)として DJ-1というタンパク質を報告いたしまし

た。学会と異なり先生方との距離が非常に近く、ポスターセッションのみならず浜名湖でのエクス

カージョンや懇親会さらには露天風呂につかりながらもディスカッションして頂け、改めて研究者

たるもの 24時間研究の事を考える生き物なのだと実感しました。また、普段研究分野が違うような

学生さんからも素朴な疑問や新しい視座からの質問を頂き、改めて自身の研究の社会的意義や本質

を考える良い機会となりました。 

今後は、神経化学と免疫学を融合させた神経免疫学を「炎症」という観点から新しく切り拓くべ

く研究に邁進して参りますので今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします。最後になりま

すが、本研究をご指導頂きました七田崇先生、酒井誠一郎先生、正井久雄先生ならびに研究をサポ

ートして下さっているラボメンバーにこの場をお借りして厚く御礼申し上げます。また、このよう

な素晴らしい会議に参加させていただきましたことを、領域代表の東京大学大学院理学系研究科の

榎本和生先生を始めとした領域の先生方に心より感謝いたします。 


